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　町に最も影響があると考えられる噴火現象が、十和田火山の融雪型火山泥流です。積雪期、融雪期に噴火し、大規模火砕流が発生すると、
発生後3～6時間で、奥入瀬川に沿って泥流が流下してくる可能性があります。
　下図および37ページのハザード情報は、実績積雪データと西暦915年噴火時の毛馬内火砕流の到達範囲を参考に、2年に1度程度の最
大積雪深時に泥流が発生する場合を想定したものです。

爆発的な噴火によって火口から吹き飛ばさ
れる直径概ね20～30cm以上の大きな岩石
は、風の影響をほとんど受けずに火口から弾
道を描いて短時間で落下し、建物屋根を打ち
破るほどの破壊力を持っています。

噴出したマグマが流下する現象を溶岩流と
いいます。そのうち、マグマが火口上に盛り上
がったものを溶岩ドームと呼びます。溶岩ドー
ムが熱いまま崩壊すると、火砕流が発生する
ことがあります。

積雪期の噴火に伴う火砕流等の熱によって
斜面の雪が融かされ大量の水が発生し、周辺
の土砂や岩石を巻き込みながら高速で流下す
る現象です。流下速度は時速数十㎞に達する
ことがあり、大規模な災害を引き起こしやすい
火山現象です。
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